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photo 尾駮レイクタウン幼稚園による合唱「手のひらを太陽に」（村民文化祭）

Pick  Up Topics

第 29 回ろっかしょ産業まつり
第 37 回村民文化祭
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大丸由英子さん㊧

皆川いさ子さん㊨
（東北町）

迫力ある馬力大会を楽し
み に 来 た と い う お 二 人。

「昨年も産業まつりを楽し
みに来ました。歌などの
賑やかなステージショー
や出店を見て回るのは楽
しいです」

ピタッと飲んで六趣で乾
杯！に出場し、見事入賞
を 果 た し た 長 谷 川 さ ん。

「サケのつかみどりを楽し
みに来たので、できなく
て残念。でも出店を見て
回るのも楽しい」

つり吉三平に挑戦ブース
で、見事魚を釣り上げて
いた優衣さん。「ヒラメを
釣ったのでお父さんが喜
ぶ と 思 う。 毎 年 出 店 や、
バッチを作るのを楽しみ
にしています」

活魚のつかみどり会場で、
楽しそうに参加していた
皆さん。「友だちからまつ
りのことを聞いて、初め
て来ました。つかみどり
が楽しかったのでまた来
年も来たいです」

長谷川俊二さん
（青森市）

岩間　楓さん㊨

千葉優衣さん㊧
（尾駮）

スイートさん一家

チニーさん一家
（三沢市）

Visiter's Voice　来場者の声

1_ 緑の少年団による募金活動　
2_ 活魚のつかみどりでサバを両
手に嬉しそう　3_ ゆうき青森ら
くのう支所女性部の手作りヨー
グルトをおいしそうに食べてい
ます　4_ 丹波綾香さんによるス
テージショー　5_ ピエロのぐっ
ちが配る風船は、来場者に大人
気　6_ 活魚のつかみどりで捕ま
えた、大物のイナダ　7_ 会場で
焼かれていたイカは絶妙な塩加
減です　8_「イカのかわむいで
肝やげるべ？だったら長芋する
べ」に出場し、入賞した３人
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秋の味覚、大集合
遊んで、食べて、体験！

第 29 回ろっかしょ産業まつり開催

　

第
29
回
ろ
っ
か
し
ょ
産
業
ま
つ

り
が
10
月
27
・
28
日
の
二
日
間
、

尾
駮
漁
港
特
設
会
場
で
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
秋
の

味
覚
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
村
で
収
穫
さ
れ
た

農
・
海
産
物
や
加
工
品
な
ど
の

ブ
ー
ス
が
30
以
上
並
び
、
今
回
初

参
加
の
野
辺
地
町
と
横
浜
町
の
物

産
店
が
さ
ら
に
ブ
ー
ス
を
活
気
づ

け
て
い
ま
し
た
。
農
・
海
産
物
な

ど
は
普
段
よ
り
お
得
に
た
く
さ
ん

買
え
る
と
あ
っ
て
、
白
菜
や
大
根

な
ど
が
入
っ
た
大
き
な
袋
を
抱
え

た
来
場
者
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
六
ヶ
所
産
牛
が
味
わ
え

る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
も
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
、
鉄
板
を
囲
み
な
が

ら
笑
顔
で
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
来
場
者
が
六

趣
や
牛
乳
を
飲
ん
で
決
め
ら
れ
た

数
値
に
合
わ
せ
る
「
ピ
タ
ッ
と
飲

ん
で
六
趣
・
ミ
ル
ク
で
乾
杯
！
」

や
三
葉
流
秀
寿
の
会
に
よ
る
舞

踊
、
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
趣
～
ｓ
＆
六
高

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
『
鮭
つ
か
み
ど
り
』

は
夏
の
猛
暑
に
よ
り
水
揚
げ
が
不

漁
で
、
つ
か
み
ど
り
用
の
鮭
が
確

保
で
き
ず
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

前
売
り
券
を
購
入
し
て
い
た
人
を

対
象
に
活
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

活
魚
の
つ
か
み
ど
り
は
、
大
き

な
イ
ナ
ダ
や
ゴ
マ
サ
バ
な
ど
が
い

け
す
を
泳
ぐ
中
、
す
ば
や
い
魚
た

ち
を
捕
ま
え
よ
う
と
追
い
か
け
る

参
加
者
た
ち
か
ら
楽
し
そ
う
な
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
の
環
境
科
学
技

術
研
究
所
「
理
科
教
室
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス

を
使
っ
た
温
度
計
や
缶
バ
ッ
チ
作

り
を
体
験
。「
つ
り
吉
三
平
に
挑

戦
」
で
は
、
い
け
す
に
放
さ
れ
た

カ
レ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、
ヒ
ラ
マ
サ
な

ど
の
魚
を
釣
り
上
げ
よ
う
と
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
挑
戦
し
、
魚

を
釣
り
上
げ
る
と
満
足
そ
う
な
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

Pick Up Topics ①Pick Up Topics ①
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㊤棟方将史さん、麗子さん
㊦真理ちゃん、美穂ちゃん

（尾駮）

毎年文化祭を楽しみにして
いる棟方さん一家。「音楽
発表会では倉内や一中の合
唱を聞いて感動した。工作
コーナーなどもあって楽し
めるので、たくさん人がく
ればいいなと思います」

着物を着るときに使う帯
締 め 作 り を 体 験 で き る
コーナーは子どもたちに
大人気。「毎年体験した子
供たちが喜んでくれるの
がうれしい。もの作りの
伝統を残していきたい」

泊小の合唱リーダーを務
めた２人。「練習のとき、
みんなをまとめるのが大
変だったけど、練習の成
果が出て嬉しい。みんな
緊張してたけど、声が出
ていて良い合唱になった」

健康ウォークを１・２位
でゴールした２人。「健康
ウォークはおもしろそう
だったから参加してみま
した。毎年、茶道体験を
したり、作品を見たりす
るのが楽しいです」

木村美保さん
（倉内）

髙橋葵羽さん㊨

田中陽菜さん㊧
（泊）

川畑鷹平くん㊧

貝塚　　くん㊨
（尾駮）

Visiter's Voice　来場者の声

1

2

3

5

7

6

8

9

1_ 音楽発表会で一中の
合唱　2_ 誰かの作品を
見つけたのかな　3_ 展
示されていた作品　4_
子ども読書感想文コン
クールの入賞者４人　
5_ 茶道体験でお茶菓子
をいただきます　6_ こ
ども工作教室でモール
を使った動物作り

7_ 芸能発表会で披露された舞踊　
8_ 泊小児童が「世界に一つだけの
花」を合唱　9_ 披露される発表を
楽しむ来場者

文化の祭典、多彩な演目が一堂に
第 37 回村民文化祭開催

　

第
37
回
村
民
文
化
祭
が
11
月
２
・
３

日
の
二
日
間
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス

ワ
ニ
ー
」で
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
人
々

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
会
で
は
、
幼
稚
園
児
や
小

中
高
の
児
童
生
徒
た
ち
に
よ
る
合
唱
や

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園
児

た
ち
が
ス
プ
ー
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
て
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
元
気
よ

く
合
唱
。
続
く
各
校
と
も
、
手
話
や
群

読
を
取
り
入
れ
た
合
唱
で
伸
び
や
か
な

歌
声
を
会
場
に
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
会
の
最
後
を
締
め
く
く
る

泊
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
は
、
観

客
か
ら
手
拍
子
が
起
こ
り
、
会
場
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
、
保
護
者
な
ど
た
く
さ
ん

の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
各
校
の
発

表
が
終
わ
る
ご
と
に
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
会
の
後
は
「
姉
妹
に
よ
る
ソ

プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
さ
れ
た
生
涯

学
習
講
演
会
を
開
催
。
姉
妹
声
楽
家
の
中

井
麗
子
さ
ん
と
黒
木
庸
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
鈴
木
久
巳
子
さ
ん
が
招
か
れ
、
情

感
豊
か
な
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
の
せ
て
歌
わ

れ
る
童
謡
や
懐
か
し
い
日
本
の
歌
に
、
観

客
は
聞
き
ほ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
は
、
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
弦

楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
バ
レ
エ
や
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
発
表

が
行
わ
れ
、
会
場
を
賑
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
工
作
教
室
で
は
子
ど
も

た
ち
が
ま
つ
ぼ
っ
く
り
釣
り
や
切
り
絵
遊

び
を
楽
し
み
、
茶
道
教
室
で
は
茶
道
の
お

も
て
な
し
を
体
験
し
よ
う
と
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
展
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中

学
校
の
版
画
や
絵
、
各
種
サ
ー
ク
ル
の
書

道
や
生
け
花
が
並
ん
で
会
場
を
彩
り
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
展
で
は
「
血
圧
」
を
テ
ー

マ
に
、
高
血
圧
予
防
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
や

健
康
相
談
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4

読書感想文コンクール　最優秀賞（４人）
 低学年の部　藤嶋透也くん（倉内小学校）
 中学年の部　高村美唄さん（倉内小学校）
 高学年の部　吉田寿矢くん（泊小学校）
 中学校の部　橋本紗徳さん（第二中学校）

Pick Up Topics ②Pick Up Topics ②
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

今後の原子力を考えていく
第６回東北原子力シンポジウム開催

　第６回東北原子力シンポジウム（日本原子力学会東北支部
主催）が 10 月 23 日、文化交流プラザ『スワニー』で開かれ、
大学や村の原子力関係者など約 130 人が出席しました。
　シンポジウムは、４つのセッションと特別講演が行われまし
た。セッションでは、戸田衛副村長が村の地域振興の現状など
を説明。続いて、大学院教授や事業者の代表が、福島原発事故
以降の現状や原子力人材育成、事業者の安全対策の取り組みな
どについて講演しました。特別講演では、北村正晴東北大学名
誉教授が原子力問題について、国民の「安全の在り方の再考」
や事業者の「社会との対話」の必要性を提言しました。
　今年で６回目となるシンポジウムは、産業界や大学の原子力
関係者が集い、原子力の未来を話し合うことで村内の原子力関
係者の支援を目的に行っています。安全の在り方について講演する東北大の北村名誉教授

生涯の健康・安心のために
（仮称）総合医療福祉施設の安全を祈願

　（仮称）総合医療福祉施設の工事安全祈願祭が 11 月１日、尾
駮レイクタウン北地区の建設現場で行われました。
　安全祈願祭には、村、診療所関係者や施工業者など約 50 人が
出席し、玉串奉

ほ う て ん

奠などを行って工事の安全を祈りました。古川
健治村長はあいさつで「本事業の実施により、保健、医療およ
び福祉サービスを関係機関が連携して提供し、地域住民が生涯
にわたって健康で安心した生活を送ることができるように」と
述べました。
　同施設は鉄筋コンクリート２階建てで、延べ床面積が 5997 平
方㍍。現在の診療所機能に通所リハビリテーション施設を備え、
介護老人福祉施設および保健相談センターを併設した施設とし
て計画され、平成 26 年３月に完成、５～８月に供用される予定
です。工事の安全を祈願し、鍬

くわ

を入れる古川村長

山での遭難、早期発見
秋山遭難捜索救助訓練を実施

　秋山遭難捜索救助訓練が 10 月 23 日、内子内農山村広場で
実施され、六ヶ所村・野辺地町・横浜町の消防団員や関係団体、
約 90 人が参加しました。
　同訓練は、山での捜索活動に必要な知識習得と技術習熟を図
り、遭難事故発生時の迅速な捜索活動を実施することを目的に、
六ヶ所村・野辺地町・横浜町の３町村が持ち回りで毎年行われ
ています。
　始めに六ヶ所消防署から、棒やロープを使った応急担架の作
り方や三角巾を使った救急法、搬送訓練などの指導を受けまし
た。捜索訓練では、キノコ採りに入山した人が遭難したという
想定で同広場奥の自然林で捜索活動が行われ、参加者たちは真
剣な面持ちで訓練に参加していました。六ヶ所消防署員から救命講習を受ける消防団員

村出身出稼ぎ就労者、激励に
六ヶ所村出稼協会が就労先を訪問

就労先を訪れた金澤会長（右から２番目）と相談員
（軌道建設工業㈱で）

福島第一原発事故を踏まえ
青森県原子力防災訓練を実施

　東北電力㈱東通原子力発電所を対象に 11 月３日、青森県原
子力防災訓練が実施され、約 60 機関、地域住民を合わせて約
750 人が訓練に参加しました。
　今回の訓練は、東京電力㈱福島第一原子力発電所事故を踏ま
え、東通村を始め、六ヶ所村、むつ市、野辺地町、横浜町の住
民が参加した広域避難訓練が初めて行われました。村では、泊
地区および出戸地区を対象に、原子力発電所から 30km 圏外に
ある千歳平小学校まで避難し、放射性物質が体に付着していな
いかどうかを確認するための汚染検査を行いました。
　担当者は「村ではこれからも原子力防災訓練などを通じて、
防災体制の確立や防災関係者の緊急時対応能力の向上に努めて
参りますので、一人でも多くの皆さんが訓練に参加してくださ
るようお願いします」と話していました。スクリーニング（汚染検査）を受ける参加者

青空の下、新そばに舌鼓
第５回戸鎖新そばまつり開催

運ばれてきた温かい戸鎖そばに笑顔を見せる来場者

　戸鎖前田水利組合主催の戸鎖新そばまつりが 11 月４日、戸
鎖地区のいっこ庵と工房そばの華で行われ、新そばを味わおう
と訪れたたくさんの来場者で賑わいました。
　来場者たちは打ち立てのかけ・ざるそばが運ばれてくると、
目を細めながら新そばの味を堪能していました。他にも焼き立
てのそばもちや、畑で採れたソバの蜂蜜も販売。また、いっこ
庵近くでニジマス釣りも体験でき、釣り上げた人はその場で焼
いてもらったニジマスをおいしそうに頬ばっていました。
　三沢から訪れた上平崇史さん、倖輝くん親子は「そば自体が
しっかりしていておいしかった。来年もまた来たい」と笑顔。
主催者の木村盛雄理事長は「今年は天気もよく、たくさんの人
で賑わって良かった。今後も色んな取り組みをしていきたい」
と話していました。

　六ヶ所村出稼協会の金澤光秀会長ほか２人の相談員が 11 月
７日から３日間にわたり、村出身の出稼ぎ就労者の慰問と激励
のため就労先の事業所を訪問しました。
　今回訪問したのは、神奈川県の軌道建設工業㈱と東京都の㈱
河野土木の２事業所。この２事業所で約 10 人の村出身者が就
労しています。
　金澤会長と相談員は、それぞれの受け入れ事業所の社長と村
出身の就労者に、村の近況を報告しながら懇談しました。
　各事業所とも、景気低迷により若手の人材不足など厳しい状
況が続いているようで「村出身の就労者のような優秀な人材を
待ち望んでいる」と話していました。また、就労者は「健康に
気を遣いながら仕事に励んでいる」と生き生きした表情で話し
ていました。
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

　生徒と大学生の交流の場『カタリバ』が 11 月８日、六ヶ所
高校（柴垣博孝校長）で行われ、２年生（63 人）が八戸大学「キャ
リアサポート研究会」のメンバーと将来の目標を探りました。
　同校が主催するカタリバは、昨年から同大と連携して行われ
ており、生徒のキャリア形成の意識を高め、生きる力を育むこ
とを目的に行われています。カタリバはワークショップ形式で
進められ、生徒たちは、現在の自分や将来の自分について語り
合ったり、先輩の体験談を聴いたりして「なりたい自分」にな
るためにこれからできることを考えました。
　１組の佐藤貴教さんは「大学生から大学の楽しさや目標を聴
いて、自分の将来の目標を考えるきっかけになった。就職を考
えていたが、進学も視野にいれたい」と話していました。

大学生と交流を深める生徒たち

紡いだ歴史、地域に感謝
千歳中学校創立 60 周年記念式典挙行

　千歳中学校（山崎秀樹校長、生徒 43 人）が本年度で創立 60
周年を迎えたことを記念し、千歳中学校で 11 月 11 日記念式
典が行われ、保護者や関係者など約 150 人が出席しました。
　式典では岡山勝廣記念事業協賛会会長が式辞を述べ、歴代校
長や教育活動に尽力した人たちへ感謝状を贈呈。山崎校長はあ
いさつで「校訓の『立志・拓魂・連帯』を大きな指針とし、千
歳の子として誇りを持って活躍してほしい」と話していました。
　鳥谷部翔生徒会長は「ここで過ごした３年間は大きな財産。
夢に向かって努力し続け、必ず実現することが僕らの未来への
誓いです」と未来に向けて宣言しました。
　式典終了後はセレモニーが行われ、生徒たちが学校の歴史や
地域の人々に感謝を込めて、合唱や力強い創作よさこいを披露。
出席者たちは惜しみない拍手を送っていました。60 周年セレモニーで生徒たちが創作よさこいを披露

将来の目標のきっかけに
六高生と八大生交流「カタリバ」開催

エネルギーの新たな可能性に
次世代型双方向通信出力実証実験開始

　「次世代型双方向通信出力制御実証事業」地域実証試験のサー
バルーム開所式が 11 月８日、六ヶ所村文化交流プラザ「スワ
ニー」で行われ、関係者など約 90 人が出席しました。
　同事業は、尾駮レイクタウンを実証フィールドに、第３レイ
クタウン団地内の集会所に設置されたサーバルームからフィー
ルド内の約 120 世帯に設置された端末へ通信を行い、太陽光
発電システムの出力制限を行うための通信技術の確立などに関
する実証実験を平成 25 年度まで行います。プロジェクトリー
ダーの横山明彦東京大学大学院教授は「将来の電力需給安定や
二酸化炭素削減につなげるため、実フィールドでの検証データ
を蓄積していきたい」と話していました。
　開所式終了後は横山教授による講演会を開催。その後、関係
企業から実証事業の概要について報告があり、参加者たちが理
解を深めました。

センターサーバルームの開所を祝いテープカットが行われた

　津波・高潮災害対策として、太平洋沿岸地域を中心に、村
内全域の 121 カ所に海抜表示板を設置しました。
　この海抜表示板は、地域住民や観光客が避難する際の参考
にしてもらうとともに、自分の住んでいる場所がどの程度の
海抜であるかを知ることで地域の防災力を高めることを目的
として設置したもの。書かれている数値は、それぞれの地点
の海抜（※）を表しています。
　各地区の詳細な場所については、後日、町内会や自治会な
どにお知らせします。
※海抜とは：一定の海面を基準として表した、山や陸地などの高
さのこと

【津波から身を守るためのポイント】
①小さな地震でも油断しない
②津波注意報・警報が出たら、できるだけ高い場所へ避難する
③津波は繰り返し襲ってくるので注意する
④津波注意報・警報が解除されるまで海岸付近には近づかない

問六ヶ所村企画・防災部門
　原子力対策課　防災、消防係
　☎ 0175（72）2111（内線 332 ～ 335）

3.11 津波災害を教訓に
村内 121 カ所に海抜表示板を設置

標示板は村内各地に設置されていますので
自分の地域の海抜、ご確認ください

泊地区

カロライナ付近 28.3 ｍ 漁民研修センター 4.9 ｍ

もりた商店付近 6.1 ｍ 大乗寺付近 20.2 ｍ

馬門川観光公園 17.6 ｍ 北部浄化センター 6.7 ｍ

石川・出戸地区

石川水道加圧ポン
プ場 7.8 ｍ 石川集会所付近 15.6 ｍ

越たばこ店付近 3.2 ｍ 地域交流ホーム 34.5 ｍ

尾駮地区など

猿子沢村営住宅 9.5 ｍ 馬頭観音神社 5.2 ｍ

青森県信用組合
六ヶ所支店付近 7.8 ｍ 尾駮漁港付近 3.3 ｍ

六ヶ所村役場 7.2 ｍ 第一中学校 16.4 ｍ

文化交流プラザス
ワニー付近 23.4 ｍ 六ヶ所村商工会付近 2.4 ｍ

二又地区 新納屋地区

二又集会所付近 19.6 ｍ 防火水槽 19.5 ｍ

戸鎖地区など

室ノ久保学習等
供用センター 4.4 ｍ 十文字林業㈲付近 4.9 ｍ

戸鎖橋付近 3.6 ｍ 戸鎖ゲートボール
場付近 3.1 ｍ

平沼地区

ドライブインあか
べこ付近 4.7 ｍ 熊野近隣公園 16.4 ｍ

平沼集会所 2.6 ｍ 役場平沼支所 3.6 ｍ

六ヶ所村老人福祉
センター 3.2 ｍ 倉内・平沼地区

浄配水場 20.6 ｍ

倉内地区

倉内バイパス北側
信号付近 18.3 ｍ 佐々木商店㈱付近 20.4 ｍ

沼山理容店付近 23.0 ｍ 大明神社付近 1.4 ｍ

倉内村営住宅 3.2 ｍ 第二中学校 31.0 ｍ

中志・内沼地区

中志屯所付近 2.3 ｍ 丹内大明神社付近
（中志） 3.0 ｍ

湖畔食堂付近 2.3 ｍ

六原地区など

新城平ゲートボー
ル場 34.4 ｍ 米内牧場付近

（六原） 55.9 ｍ

端集会所付近 62.4 ｍ

千歳・千歳平地区
など

千歳中学校 84.6 ｍ 第６分団屯所（千
歳平） 75.5 ｍ

笹崎第二橋付近 9.8 ｍ 第５庄内入口 86.5 ｍ

藤谷ファーム付近
（睦栄） 77.8 ｍ 県道東北横浜線

豊原集落入口付近 76.0 ｍ

■主な表示箇所と海抜
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村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

International Exchange国際交流

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　交番だよりSafety Information

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

■
期
間　

12
月
11
日
火
～
20

日
木
の
10
日
間

■
運
動
の
重
点

　

10
月
末
現
在
、
県
内
で
は

46
人
が
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）の
死
者
は
21
人
と
、

全
交
通
事
故
死
者
の
４
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
は
、
ラ

イ
ト
の
早
め
点
灯
に
よ
り
、

見
る
こ
と
・
見
せ
る
こ
と
を

徹
底
し
、
高
齢
者
の
人
は
運

転
者
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い

明
る
い
目
立
つ
色
の
衣
服
な

ど
と
反
射
材
用
品
の
着
用
を

心
掛
け
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❶
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
、
極
め
て
悪

質
・
危
険
な
犯
罪
で
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ

け
で
な
く
、
車
両
の
提
供
者

や
酒
類
の
提
供
者
、
車
両
の

同
乗
者
に
も
厳
し
い
罰
則
が

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
重

大
な
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

❷
冬
道
の
安
全
運
転
の
推
進

　

冬
道
の
特
殊
性
を
理
解

し
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
急

ブ
レ
ー
キ
・
急
ハ
ン
ド
ル
・

急
加
速
を
避
け
「
時
間
・
車

間
距
離
・
心
」
に
ゆ
と
り
を

持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
濡
れ
た
路
面
と
区

別
が
つ
き
に
く
い
ブ
ラ
ッ
ク

ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
も
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
踏
切
事
故
の
防
止

　

踏
切
事
故
は
、
一
た
び
発

生
す
る
と
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
り
、
長
時
間
に
わ
た
り

運
行
ダ
イ
ヤ
を
乱
す
な
ど
、

重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ

と
を
十
分
認
識
し
、
踏
切
前

で
は
一
時
停
止
を
確
実
に
行

い
、
安
全
確
認
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
車
の
故
障
な
ど
に

よ
っ
て
踏
切
内
で
動
け
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
踏
切

に
設
置
さ
れ
て
い
る
非
常
ボ

タ
ン
を
押
し
て
、
列
車
に
危
険

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
お
出

か
け
時
に
は「
反
射
材
用
品
」

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
は
、
夕
暮
れ
時

や
夜
間
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者

が
、
靴
の
か
か
と
や
バ
ッ
ク

な
ど
に
反
射
材
シ
ー
ル
や
反

射
マ
ス
コ
ッ
ト
を
付
け
て
い

る
と
、
車
の
ラ
イ
ト
を
反
射

し
て
、
運
転
者
に
自
分
の
位

置
を
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

反
射
材
用
品
を
身
に
付
け

て
、
交
通
事
故
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
冬
休
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
行
事
が
重
な

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
何
か

と
落
ち
着
か
な
い
時
期
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
冬
休
み

の
開
放
感
や
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な

り
、
飲
酒
や
禁
煙
、
夜
遊
び
、

無
断
外
泊
、
万
引
き
な
ど
の

誘
惑
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

行
動
に
関
心
を
持
ち
、
親
子

の
対
話
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
地
域
皆
で
子
ど
も
た
ち

に
目
を
向
け
、
非
行
防
止
と

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
た
ち
を
違
法
・
有

害
情
報
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

便
利
な
道
具
で
あ
る
携
帯

電
話
の
所
持
率
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
携
帯

電
話
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持

た
せ
る
場
合
は
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
無
制
限
に
利
用
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

■
少
年
の
悩
み
、
子
ど
も
に

つ
い
て
の
心
配
は

【
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
】

☎
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

※
受
付
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

【
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
】　

（youngm
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp

）

※
受
付
は
24
時
間
、
回
答
は

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

今一度、交通安全を心がけましょう
冬の交通安全県民運動を実施します

② 10 月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
10 月中 累計 累計

15 205 176 ＋ 29

① 10 月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比10 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 18 0 28 19 2 29 -1 -2 -1

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日 除
く
２
～
３
日
後

　

24
年
12
月
29
日
土
か
ら
１

月
３
日
木
ま
で
、
運
転
免
許

証
に
関
す
る
業
務
は
年
末
年

始
の
休
日
と
な
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続
・
再
交
付
申
請
・

国
外
運
転
免
許
申
請
に
つ
い
て

24
年
最
終
日　

12
月
28
日
金

25
年
開
始
日　

１
月
４
日
金

※
詳
細
は
最
寄
り
警
察
署
か
左
記
へ

問
青
森
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
８
２
）
０
０
８
１

少
年
の
非
行
や
犯
罪

被
害
を
防
止
し
よ
う

年
末
年
始
の
運
転
免

許
業
務
の
お
知
ら
せ

日本の交通ルール・雪道の安全運転を指導
外国人対象交通安全教室が開催されました

　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

で
11
月
９
日
、
外
国
人
を
対

象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
が

開
催
さ
れ
、
日
本
の
交
通
ル

ー
ル
や
雪
道
の
安
全
運
転
な

ど
に
つ
い
て
野
辺
地
警
察
署

か
ら
講
師
を
招
き
、
村
在
住

の
外
国
人
が
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
７
人
。
日
本
で

は
飲
酒
運
転
に
対
し
て
外
国

よ
り
も
厳
し
い
規
制
基
準
が

あ
る
こ
と
や
国
際
免
許
証
の

こ
と
な
ど
、
外
国
人
が
特
に

気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
の
丁
寧
な

説
明
に
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
り
、
日
本
の
交
通
安

全
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

い
ま
し
た
。

　

襄
陽
に
は
韓
国
の
鮭
の
75

％
が
戻
っ
て
く
る
川
が
あ
り
、

鮭
の
つ
か
み
取
り
が
で
き
る

鮭
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
を
し
ま

す
が
、
人
気
の
高
い
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
、
販
売
開
始
し
て

す
ぐ
売
り
切
れ
に
な
る
程
で

す
。
ま
た
、
つ
か
み
取
り
は

川
に
直
接
網
が
設
置
さ
れ
行

わ
れ
ま
す
。

　

参
加
者
が
取
っ
た
鮭
は
会

場
で
調
理
し
た
り
、
記
録
に

残
す
た
め
拓
本
を
取
っ
た
り

し
ま
す
。
こ
の
魚
拓
は
、
特

に
子
供
た
ち
に
人
気
な
の

で
、
六
ヶ
所
で
も
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

祭
り
で
は
鮭
の
ス
テ
ー
キ
、

鮭
カ
ツ
、
鮭
の
ソ
ー
セ
ー
ジ

な
ど
、
多
様
な
鮭
料
理
を
味

わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
襄
陽
鮭
祭
り
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
六
ヶ

所
の
産
業
ま
つ
り
と
は
ま
た

違
う
楽
し
み
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

し
た
。

　

参
加
者
は
「
い
つ
も
疑
問

に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
質
問

で
き
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
開

催
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
韓
国
襄
陽

郡
か
ら
の
派
遣
職
員
ホ
ン
・

ミ
ン
ギ
で
す
。

　

10
月
に
開
か
れ
た
六
ヶ
所

村
産
業
ま
つ
り
で
は
、
農
産

物
の
直
販
所
、
各
種
公
演
、

魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
ち
ら
も
冬
に
向
か
っ
て

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
寒
さ
も
気
に
せ
ず
に

韓
国
の
人
は
元
気
で
す
。

　

韓
国
で
は
登
山
や
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
が
有
名
で
、
老
若
男

女
問
わ
ず
山
を
歩
い
て
い
ま

す
。

　

私
も
、
襄
陽
郡
の
雪ソ

ラ
ク
サ
ン

岳
山

や
済チ

ェ
ジ
ュ
ト
ウ

州
島
な
ど
を
歩
き
ま
し

た
が
、
紅
葉
し
た
山
や
青
く

澄
ん
だ
海
な
ど
を
臨
み
な
が

ら
歩
く
と
清
々
し
い
気
分
に

な
り
ま
す
。
韓
国
の
人
が
山

を
歩
く
理
由
を
よ
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

山
々
を
歩
い
た
り
、
人
々

と
話
し
た
り
す
る
中
で
、
印

象
的
だ
っ
た
の
は
「
言
葉
」

で
し
た
。

　

韓
国
内
で
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
の
よ
う

に
観
光
業
に
力
を
入
れ
て
い

る
自
治
体
は
、
諸
外
国
へ
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
観
光
地
に
日

本
語
や
英
語
、
中
国
語
な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し

て
い
て
、
外
国
語
に
対
応
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
観
光
地
で
は
、
韓

国
語
を
話
せ
な
い
人
へ
の
対

応
が
行
き
届
い
て
い
る
の

で
、
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
店
員
に
は
、
留
学
経

験
者
や
学
生
の
と
き
に
勉
強

し
て
日
本
語
を
話
せ
る
人
が

多
く
「
話
せ
な
い
と
商
売
に

な
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

韓
国
各
地
へ
一
人
で
行
っ

た
と
き
、
私
が
日
本
人
だ
と

わ
か
る
と
日
本
語
で
気
軽
に

話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
気
軽
さ
が
あ

る
か
ら
、
私
も
肩
肘
張
ら
ず

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

襄
ヤンヤン

陽郡の雲
ソラクサン

岳山は、紅葉がきれいで
登山者に人気のある場所です

　This month, we will hold a “Japanese 
cooking class for foreigners” at Swany.
　You can learn Japanese home-style 
cooking. Please come, and join us!
◆ Date:  12th December, Wednesday, 
　　　　９:00-13:00
◆ Place:  Swany in Obuchi
◆ Cost:  Free
　Please bring your apron, and if you 
want, your camera.
For further information, please contact:
(Phone) 0175(73)8575 
(Email) rokkasho.lounge@gmail.com

村内在住外国人の皆さんへ
Our "Monthly Event" in December 

↑
大
き
な
鮭
の
魚
拓
は

人
々
に
大
人
気

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

４種混合ワクチン予防接種が開始されました

も
あ
れ
ば
、
合
併
症
で
後
遺

症
が
残
る
検
査
だ
っ
て
あ
り

得
る
。
痛
く
も
痒
く
も
な
い

Ｃ
Ｔ
検
査
で
さ
え
、
将
来
癌

に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

る
。
時
々
使
わ
れ
る
造
影
剤

も
腎
臓
に
良
く
な
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
検
査
し
て

診
断
で
き
て
も
、
治
療
方
法

が
な
い
病
気
も
あ
る
。
検
査

の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
も
診

断
し
な
い
と
い
け
な
い
場
合

に
の
み
、
検
査

を
使
う
べ
き
で

あ
る
。

　

さ
て
、
マ
イ

コ
プ
ラ
ズ
マ
肺

炎
の
検
査
は
通

常
、
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
と
き
に
一
度
血

液
検
査
を
し
、
何
日
間
か
空

け
て
も
う
一
度
血
液
検
査
を

し
、
そ
の
２
つ
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
診
断
す
る
。

鼻
に
綿
棒
を
入
れ
て
検
査
結

果
が
10
分
程
度
で
出
る
検
査

は
あ
ま
り
正
確
で
は
な
い
の

で
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

の
診
断
に
は
使
っ
て
は
い
け

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
２

〜
３
時
間
で
で
き
る
新
し
い

診断と確率について
尾駮診療所から

　

最
近
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺

炎
が
流
行
し
て
い
る
と
耳
に

す
る
こ
と
が
多
い
。

　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
関
東
の
方
で
も
流
行

し
て
い
る
よ
う
だ
。
昨
年
も

こ
の
頃
に
流
行
し
、
診
療
所

内
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

　

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
を

診
断
す
る
上
で
い
つ
も
話
題

に
な
る
の
は
検
査
方
法
だ
。

こ
の
検
査
方
法
は
煩
雑
で
、

実
際
に
患
者
さ
ん
に
役
に
立

た
な
い
理
由
か
ら
、
使
う
機

会
が
多
く
な
い
。
よ
っ
て
、

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
が
流

行
し
た
と
聞
く
と
、
い
っ
た

い
ど
こ
の
誰
が
こ
の
煩
雑
な

検
査
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思

う
。

　

そ
も
そ
も
病
院
の
検
査
で

１
０
０
％
診
断
で
き
る
検
査

は
あ
ま
り
な
い
。

　

例
え
ば
心
筋
梗
塞
や
脳
梗

塞
を
１
０
０
％
診
断
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
閉
塞
し
て
い
る

血
管
と
そ
の
先
の
心
筋
ま
た

は
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
い
る

こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
し
か
し
、
生
き
て

い
る
人
の
頭
を
あ
け
て
脳
の

一
部
を
と
っ
て
く
る
の
は
あ

ま
り
安
全
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

直
接
の
病
因
を
確
認
す
る

こ
と
が
危
険
な
場
合
が
多
い

の
で
、
診
断
に
近
づ
く
た
め

に
間
接
的
な
証
拠
と
な
る
、

い
わ
ゆ
る
「
検
査
」
を
使
う
。

　

心
筋
梗
塞
か
ど
う
か
調
べ

る
際
に
心
電
図
や
血
液
検
査

を
行
う
。
こ
れ
ら
は
直
接
心

臓
を
見
る
訳
で
は
な
い
間
接

的
な
証
拠
な
の
で
、
心
筋
梗

塞
の
人
を
１
０
０
％
見
つ
け

ら
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
病

歴
や
診
察
と
合
わ
せ
て
か
な

り
近
づ
け
る
。
し
か
し
、
ど

ん
な
に
突
き
詰
め
て
も
、
全

て
間
接
的
に
証
拠
を
集
め
て

い
る
以
上
は
、
１
０
０
％
の

確
証
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
「
検
査
」
は
ど
れ
も

安
全
な
訳
で
は
な
い
。

　

実
際
に
検
査
で
死
ぬ
こ
と

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

検
査
も
あ
る
が
、
専
門
の
設

備
が
必
要
で
、
大
き
な
病
院

で
し
か
で
き
な
い
）。

　

よ
っ
て
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
が
流
行
っ
て
い
る
と
聞
く

と
、
ま
ず
こ
の
検
査
の
煩
雑

さ
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
本
当
に
周
囲
の
方
々

が
２
回
検
査
を
行
っ
て
診
断

さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
、

簡
便
な
検
査
で
診
断
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
流
行
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の

か
。
誤
っ
た
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
の
診
断
で
抗
生
剤
が

乱
用
さ
れ
る
と
、
抗
生
剤
の

効
果
が
な
く
な
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
恩
恵
を
受
け
ず
に

副
作
用
だ
け
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
ま
た
違

う
機
会
に
記
事
に
な
る
だ
ろ

う
。

年末年始の休診日
　尾駮診療所は、下記
の期間を休診とします。
なお、急患の受け入れ
は随時行います。
■ 期 間　12 月 29 日 土
～ 25 年１月３日木
問尾駮診療所
☎ 0175（72）2791

　11 月より、これまでの３種混合（ジフテリア、百
日咳、破傷風）ワクチン＋不活化ポリオワクチンの
混合ワクチンとして、４種混合ワクチンが導入され
ることになりました。
　それに伴い、24 年８月生まれの人から定期接種ワ
クチンが切り替わります（７歳半未満のお子さんで、
３種混合とポリオの両方について１回も
接種していない人は、４種混合ワクチン
による予防接種が可能ですので健康課ま
でご連絡ください）。

■対象者　生後３カ月～７歳半未満の子ども
■接種方法　医療機関による個別接種（委託医療機
　関は健康づくりカレンダーをご覧ください）
■接種スケジュール（接種回数・接種間隔）
◎１～３回目：20 日～ 56 日までの間隔をおいて接種
◎４回目（追加）：３回目終了後、12 カ月から 18
　カ月の間隔をおいて接種
■接種費用　対象期間内は無料（転出などで住民で
　なくなった場合無効）
問健康課　☎ 0175（72）2794

尾駮診療所　内科医長

武田 溫

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
10 月 16日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

小野来夢くん 上野貴稔くん古川瑛士くん  駒形萌桃ちゃん

立花果穂ちゃん小泉開聖くん 大間百々花ちゃん山内優和くん

　

11
月
２
・
３
日
の
２
日
間
、

村
の
文
化
祭
と
併
せ
て
「
健

康
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
ご
来
場
い
た
だ

け
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

　
「
こ
れ
以
上 

上
げ
な
い
で 

あ
な
た
の
血
圧
!!
」

　

健
康
展
で
は
、
ポ
ス
タ
ー

展
示
、
健
康
相
談
、
み
そ
汁

試
飲
を
実
施
し
、
高
血
圧
予

防
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い

い
か
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

☆
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た

■
健
康
づ
く
り
対
策
コ
ー

ナ
ー　

米
田
医
師
が
動
脈
硬

化
度
測
定
を
行
い
、
血
管
の

状
態
を
確
認
し
健
康
相
談
を

行
い
ま
し
た

■
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー　

歯

健康ウォーク・健康展を開催
今年のテーマは「これ以上 上げないで あなたの血圧 !!」

周
疾
患
相
談
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導

■
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー　

血

圧
測
定
、
健
康
・
栄
養
相
談

■
食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー

ナ
ー　

健
康
食
の
試
食
と
活

動
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

■
保
健
協
力
員
コ
ー
ナ
ー　

心
の
健
康
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配

布
、
活
動
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

■
ゆ
う
き
青
森
ら
く
の
う
支

所
女
性
部
コ
ー
ナ
ー　

ヨ
ー

グ
ル
ト
の
試
食
、
牛
乳
の
試

飲
な
ど

■
日
本
原
燃
㈱
コ
ー
ナ
ー　

自
転
車
を
使
っ
た
発
電
体
験

コ
ー
ナ
ー

■
骨
密
度
測
定
器　

足
首
で

測
定
す
る
骨
密
度
測
定

■
高
機
能
体
脂
肪
測
定
器　

部
位
別
の
脂
肪
測
定
や
筋
肉

測
定

　

３
日
に
は
ろ
っ
か
し
ょ
健

康
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、

約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
昨
年
同
様
、
尾

駮
・
尾
駮
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地

区
を
コ
ー
ス
に
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
併
用
し
て
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
強
風
の
た

め
コ
ー
ス
を
半
分
に
し
て
実

施
。
悪
天
候
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
思
い
の
コ
ー
ス
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

歯科相談コーナー

健康ウォークに元気よく出発！高血圧予防のポスター展示

らくのう支所女性部の試食コーナー
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Information

　

村
で
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
保
育
所
に
入
所
を
希
望

す
る
児
童
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間　

25
年
１
月
７

日
月
～
１
月
18
日
金

■
受
付
場
所　

希
望
す
る
各

保
育
所

■
入
所
で
き
る
児
童

　

共
働
き
（
内
職
、
自
営
業

な
ど
含
む
）、
病
気
、
出
産

予
定
、
同
居
親
族
を
常
時
介

護
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
保
護
者
が
保
育
で
き
な

い
児
童

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

母
親
の
就
労
証
明
書
（
病

気
、
出
産
な
ど
の
場
合
は
、

そ
れ
を
証
明
で
き
る
も
の
）

※
自
営
業
や
農
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
人
は
、
民
生
委
員

や
農
業
委
員
か
ら
の
就
労
状

況
確
認
書
が
必
要
で
す

　

そ
の
他
に
保
育
料
決
定
の

た
め
に
必
要
な
書
類
（
給
与

所
得
の
人
は
24
年
分
の
源
泉

徴
収
票
。
確
定
申
告
を
す
る

人
は
申
告
後
の
24
年
分
確
定

申
告
書
控
、
24
年
度
村
民
税

課
税
証
明
書
）
を
あ
わ
せ
て

添
付
し
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
中

の
人
は
、
就
労
証
明
書
、
家

庭
状
況
、
24
年
分
の
源
泉
徴

収
票
。
確
定
申
告
を
す
る
人

は
申
告
後
、
24
年
分
の
確
定

申
告
書
の
控
、
24
年
度
村
民

税
課
税
証
明
書
を
入
所
中
の

各
保
育
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

　

当
日
、
面
接
に
来
ら
れ
な

い
人
は
、
10
日
以
内
に
福
祉

課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

　

４
月
以
降
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
入
所
を

希
望
す
る
人
は
、
希
望
す
る

保
育
所
、
ま
た
は
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
各
保
育
所
の
定
員

 

・
泊
保
育
所　

90
人

 

・
泊
第
二
保
育
所　

60
人

 

・
尾
駮
保
育
所　

90
人

 

・
平
沼
保
育
所　

60
人

 

・
千
歳
平
保
育
所　

60
人

 

・
戸
鎖
へ
き
地
保
育
所　

20
人

 

・
倉
内
へ
き
地
保
育
所　

30
人

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
４
）

◎
乳
児
（
０
歳
児
）
保
育

■
実
施
保
育
所

　

千
歳
平
保
育
所

■
定
員　

10
人
程
度

■
時
間　

基
本
的
に
は
、
平

常
保
育
時
間　

午
前
８
時
15

分
～
午
後
５
時

※
保
護
者
の
仕
事
の
状
況
に

よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す

■
対
象
児
童　

保
育
に
欠
け
る

産
休
明
け
（
２
カ
月
程
度
で
首

が
据
わ
っ
て
い
る
状
態
）
の
健

康
な
子
ど
も

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

千
歳
平
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
２
３
３

◎
一
時
保
育

■
実
施
保
育
所

 

・
泊
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
１
２
８

 

・
泊
第
二
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
６
４
２

 

・
尾
駮
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
２

 

・
平
沼
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
１
１
２

■
時
間　

午
前
７
時
30
分
～
午

後
６
時

■
対
象
児
童

　

六
ヶ
所
村
に
住
所
を
有
し
、

保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
就

学
前
の
児
童
（
普
通
食
、
歩
行

可
能
な
１
歳
児
以
上
）
で
、
次

の
①
～
③
に
該
当
す
る
人
が
対

象
で
す

①
保
護
者
の
勤
務
形
態
な
ど
に

よ
り
家
庭
に
お
け
る
育
児
が
断

続
的
に
困
難
と
な
り
、
一
時
的

に
保
育
が
必
要
と
な
る
児
童

②
保
護
者
の
疾
病
、
入
院
な
ど

に
よ
り
、
緊
急
・
一
時
的
に
保

育
が
必
要
と
な
る
児
童

③
保
護
者
の
私
的
な
理
由
に
よ

り
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と

な
る
児
童

■
申
し
込
み
方
法　

各
保
育
所

に
、
希
望
す
る
日
の
前
日
ま
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
利
用
料
金

①
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

ま
で
の
間
で
、
４
時
間
を
超
え

て
利
用
し
た
場
合
（
昼
食
、
お

や
つ
な
ど
を
含
む
）１

２
０
０
円

②
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

ま
で
の
間
で
、
４
時
間
以
内
利

用
し
た
場
合　
　
　

６
０
０
円

（
昼
食
を
提
供
し
た
場
合
は

２
０
０
円
加
算
）

乳
児
保
育
・
一
時
保
育

事
業
の
お
知
ら
せ

平成 25 年度保育所入所児童を募集します

面接日 面接時間 希望する保育所（面接場所）

1 月 23 日水
９：30 ～ 泊保育所（同所）

13：30 ～ 泊第二保育所（同所）

1 月 24 日木

９：30 ～ 尾駮保育所（同所）

13：30 ～ 平沼保育所（同所）

15：30 ～ 倉内へき地保育所（同所）

1 月 25 日金
９：30 ～ 千歳平保育所（同所）

13：30 ～ 戸鎖へき地保育所（同所）

1 月 28 日月 ９：30 ～ 広域保育所（役場福祉課）

■面接日程

リフレッシュセミナーに参加しませんか
　よりよい生活づくりと仲間づくりをするために、リフ
レッシュセミナーを開催します。
■内容　胡蝶蘭を含む５種類の花や葉を使い、正月に　
　合う豪華な寄せ植えに挑戦
■日時　12 月 21 日金　午前 10 時～正午
■場所　中央公民館　　■費用　５千円
■定員　15 人程度
　※申し込み後のキャンセルの場合、材料費を徴収します
■申込締切　12 月 13 日木
問申込先　社会教育課
☎ 0175（72）2111（内線 515）
FAX0175（72）2246

■
特
別
徴
収
と
は

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

じ
よ
う
に
、
事
業
所
が
月
々

の
従
業
員
の
給
料
か
ら
住
民

税
を
天
引
き
し
て
、
市
町
村

に
納
め
て
い
た
だ
く
納
税
方

法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
主

（
給
与
支
払
者
）
は
、
従
業
員

の
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て

い
た
だ
く
義
務
が
あ
り
ま
す
。

＊
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の

３
第
１
項
お
よ
び
六
ヶ
所
村

税
条
例
第
44
条
第
１
項
参
照

■
事
業
主
の
メ
リ
ッ
ト

　

住
民
税
の
税
額
計
算
を
村

が
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
税

の
よ
う
に
事
業
主
（
給
与
支

払
者
）
が
税
額
を
計
算
し
た

り
年
末
調
整
を
す
る
手
間
が

か
か
り
ま
せ
ん
。

□
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト

　

金
融
機
関
に
出
向
い
て
納

税
す
る
手
間
が
省
け
、
納
付

を
忘
れ
て
滞
納
と
な
る
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
特
別
徴
収
は
納
期

が
年
12
回
な
の
で
、
普
通
徴

収
に
比
べ
て
１
回
あ
た
り
の

納
税
額
が
少
な
く
て
済
み
ま

す
。

■
特
別
徴
収
を
す
る
た
め
の

手
続
き

　

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括

表
）
の
右
下
の
「
○
○
年
度

分
の
特
別
徴
収
義
務
者
指
定

番
号
」
欄
に
（
新
規
希
望
）

と
記
入
の
上
、
特
別
徴
収
対

象
者
と
普
通
徴
収
対
象
者
を

中
仕
切
り
用
紙
な
ど
で
区
分

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
分
の
給

与
支
払
報
告
書
の
法
定
提
出

期
限
は
25
年
１
月
31
日
木
で

す
が
、
事
務
の
円
滑
化
の
た

め
に
早
め
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　

住
民
税
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
５
）

家屋に変更があったとき、届出・申請忘れずに
　固定資産税に関する届出・申告について

■特別徴収による納税のしくみ

③特別徴収税額通知
書の配布

④給料から住民税の
徴収（給与支払時：
６月～翌年５月）

①給与支払報告書の
提出（１月 31 日まで）

②特別徴収税額の通
知（５月 31 日まで）

⑤ 住 民 税 の 納 入（ 毎
月分を翌月 10 日まで）

市
町
村

給
与
所
得
者
（
納
税
義
務
者
）

従業員

給
与
支
払
者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

事業主

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
に
次
の
内
容

に
つ
い
て
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
届
出
・
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
・
申
告
に
必

要
な
書
類
の
様
式
は
役
場
税

務
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

を
売
買
や
相
続
・
贈
与
な
ど

に
よ
り
名
義
変
更
し
た
場
合

「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変

更
届
出
書
」
に
名
義
変
更
を

証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
税

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
登
記
し
て
あ
る
家
屋
の

場
合
は
、
法
務
局
で
所
有
権

移
転
登
記
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
名
義
変
更
を
証
す
る
書
類

…
売
買
契
約
書
の
写
し
、
遺

産
分
割
協
議
書
の
写
し
、
贈

与
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の

写
し
な
ど

■
未
登
記
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
「
未
登
記
家

屋
の
滅
失
届
出
書
」
に
滅
失

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、

税
務
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

登
記
し
て
あ
る
家
屋
の
場

合
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
滅
失
を
証
す
る
書
類
…
建

物
滅
失
証
明
書

■
住
宅
用
家
屋
の
新
築
、
増

築
、
用
途
変
更
、
滅
失
が
あ
っ

た
場
合

　

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、

税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
土
地
を
所

有
す
る
方
は
土
地
の
利
用
状

況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
「
住
宅

用
地
申
告
書
」
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
提
出
が
必
要
な
場
合
】

①
所
有
す
る
土
地
に
住
宅
用

家
屋
を
新
築
・
増
築
、
ま
た

は
滅
失
し
た
と
き

②
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部

の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

（
例
店
舗
か
ら
住
居
、
ま
た

は
住
居
か
ら
店
舗
）

問
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
６
・
１
２
７
）

事業主の皆さま、特別徴収についてご確認ください
個人住民税 は 特別徴収 で納めましょう
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㈱
高
田
工
業
高
友
会
（
上
長

根
浅
吉
会
長
、
髙
田
博
光
㈱
高

田
工
業
会
長
）
が
10
月
17
日
、

六
ヶ
所
分
区
長
で
あ
る
古
川
健

治
村
長
を
訪
問
し
、
日
本
赤
十

字
社
資
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
毎
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
し
、

そ
の
一
部
を
社
資
と
し
て
寄
付

し
て
お
り
、
昨
年
度
に
お
い
て

は
、
日
本
赤
十
字
金
色
有
功
章

を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
さ
れ
た
社
資
は
、
六
ヶ

所
村
分
区
を
通
じ
て
日
本
赤
十

字
社
へ
送
金
さ
れ
、
被
災
地
の

医
療
救
援
活
動
や
、
避
難
生
活

者
へ
の
救
援
物
資
の
配
布
な
ど
、

日
本
赤
十
字
社
が
被
災
者
の
救

援
活
動
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
１
日
、
六
ヶ
所
村
商
工

会
青
年
部
の
田
村
友
和
部
長
、

橋
本
竜
相
談
役
が
村
長
室
を
訪

れ
「
六
ヶ
所
村
の
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
た
め
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
図
書
カ
ー
ド
10
万
円

分
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
９
月
22
日
に
同
団

体
が
主
催
し
た
、
上
十
三
管
内

商
工
会
を
対
象
と
し
た
親
睦
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
お

い
て
集
ま
っ
た
寄
付
金
に
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
同
団
体
は

昨
年
も
村
へ
寄
付
を
行
っ
て
お

り
「
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
図
書
カ
ー

ド
は
、
倉
内
小
学
校
の
図
書
充

実
の
た
め
使
う
予
定
で
す
。

　

村
と
村
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
は
、
健
康
に
対
す
る

自
己
管
理
意
識
と
国
民
健
康
保

険
医
療
給
付
費
の
節
減
、
国
保

税
の
納
税
意
識
を
普
及
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
国
保

優
良
家
庭
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
２
人
以
上
の

世
帯
で
、
１
年
以
上
医
療
機
関

を
一
度
も
受
診
せ
ず
、
さ
ら
に

国
保
税
を
納
期
内
に
完
納
し
た

世
帯
を
対
象
と
し
、
24
年
度
は

左
記
13
世
帯
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
国
保
優
良
受
賞
世

帯　

４
年
間　

桒
原

照
美
（
泊
）
▼
３
年

間　

小
泉
霞
（
新
納
屋
）、
林
一

男
（
中
志
）
▼
２
年
間　

黒
瀧

明
（
千
歳
）、
櫻
井
純
一
（
千

歳
）、
小
泉
孝
（
新
城
平
）
▼
１

年
間　

村
畑
絵
理
子
、
能
登
賢

治
（
泊
）、
中
村
陽
生
（
尾
駮
）、

田
中
嘉
志
男
、
木
村
久
雄
（
尾

駮
浜
）、
木
村
勝
義
、
髙
村
建
一

郎
（
倉
内
）【
順
不
同
・
敬
称
略
】

■
日
時　

１
月
９
日
水　

午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
日
程

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
50
分

表
彰
式　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

講
演　

午
前
10
時
45
分
～
11
時

50
分

懇
親
会　

午
後
０
時
10
分
～
２
時

■
講
演
内
容　
『
ヘ
ル
シ
ー
ト

ー
ク
と
健
康
落
語
』

■
講
師

■
参
加
対
象
者　

村
民
（
村
内

在
住
者
、
在
勤
者
な
ど
を
含
み

ま
す
）

■
申
し
込
み
に
つ
い
て　

各
家

庭
に
配
布
し
ま
す
申
込
用
紙
か
、

六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
総

務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
～
２
２
７
）

　

自
分
で
作
っ
た
門
松
で
新
年

を
迎
え
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

12
月
22
日
土

■
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

村
立
郷
土
館
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）

■
募
集
人
数　

30
人

■
材
料
費　

２
千
円（
２
対
一
組
）

■
申
込
期
限　

12
月
16
日
日

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

＊
16
日
以
降
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合

材
料
分
の
費
用
を
徴
収
し
ま
す

■
持
ち
物　

軍
手
、
剪せ

ん
て
い定
ば
さ
み

■
そ
の
他　

昼
食
は
お
餅
と
豚

汁
を
い
た
だ
き
ま
す

■
申
込
先　

村
立
郷
土
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

　

三
沢
空
港
振
興
会
で
は
、
三

沢
空
港
の
利
用
促
進
の
た
め
左

記
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
旅
行
代
金
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

三
沢
空

港
・
羽
田
空
港
便
を
往
復
で
ご

利
用
い
た
だ
く
３
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
に
旅
行
代
金
の
一
部
を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

11
月

10
日
土
～
25
年
３
月
31
日
日

■
助
成
金
額　

３
人
ご
と
に

１
万
円
（
人
数
／
交
付
金
額
）

 

・
３
～
５
人　

１
万
円

 

・
６
～
８
人　

２
万
円

◎
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

㈱
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ

ッ
ク
が
企
画
、
販
売
す
る
「
Ｊ

Ａ
Ｌ
で
行
く
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
」
に
三
沢
空
港
か
ら

参
加
す
る
先
着
20
人
に
、
リ
ゾ

ー
ト
内
で
利
用
で
き
る
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
を
１
人
に
つ
き
３
千
円

図
書
カ
ー
ド
10
万
円
分

を
寄
贈

新
年
を
語
る
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
資
を
寄
付

「
門
松
作
り
・
餅
つ
き
」

参
加
者
募
集

国
保
の
優
良
家
庭
を
表

彰
し
ま
し
た

三
沢
空
港
振
興
会
か
ら

お
得
な
お
知
ら
せ
で
す

古川村長㊧に目録を手渡す上長根会
長㊨、髙田会長㊥

（右から）橋本相談役、古川村長、
田村部長

分
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

11
月

10
日
土
～
25
年
３
月
31
日
日

問
三
沢
空
港
振
興
協
会
事
務
局

（
三
沢
市
政
策
財
政
部
政
策
調
整
課
）

☎
０
１
７
６
（
53
）
５
１
１
１

　

総
務
省
は
、
本
村
の
行
政
相

談
委
員
に
中
村
嘉
悦
氏
を
11
月

１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
行
政
の
行
う
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

が
あ
っ
た
と
き
、
最
も
身
近
な

相
談
相
手
に
な
る
の
が
同
相
談

委
員
で
す
。

　

相
談
内
容
は
、
①
苦
情
を
直

接
申
し
出
に
く
い
、
②
ど
こ
へ

申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
③
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ

の
措
置
に
納
得
で
き
な
い
―
な

ど
の
場
合
、
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

相
談
方
法
は
、
口
頭
・
電

話
・
手
紙
の
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の

で
安
心
で
す
。
連
絡
先
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
住
所　

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮

字
家
ノ
前
55
―
２

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
５
３
８

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
12

月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基

づ
く
重
要
な
統
計
で
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
調
査
の
依
頼
の
た
め
各

事
業
所
へ
伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査

の
趣
旨
を
理
解
の
う
え
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
４
）

　

平
成
24
年
中
に
給
与
の
支
払

を
し
た
事
業
所
ま
た
は
個
人
事

業
主
の
人
は
、
給
与
支
払
報
告

書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
給
与
支
払
報
告
書
は
給
与

所
得
者
に
と
っ
て
、
村
・
県
民

税
の
申
告
に
代
わ
る
重
要
な
も

の
で
す
。
誤
っ
た
課
税
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
次
の
事
項
に

留
意
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
対
象
者　

24
年
中
に
給

与
な
ど
（
給
料
・
賃
金
・
賞
与

な
ど
）
を
支
払
っ
た
全
て
の
人

（
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
事
業
専
従
者
の
人
に

つ
い
て
も
提
出
く
だ
さ
い
）

■
提
出
先　

給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
先
は
、
25
年
１
月
１
日

現
在
の
受
給
者
の
住
所
地
の
市

町
村
で
す

▼
住
所
地
が
六
ヶ
所
村
の
人　

　

➡
六
ヶ
所
村
役
場
税
務
課

▼
住
所
地
が
六
ヶ
所
村
以
外
の
人

　

➡
各
々
の
市
区
町
村
へ
提
出

※
24
年
中
に
退
職
し
た
人

　

➡
退
職
時
に
居
住
し
て
い
た

市
区
町
村
へ
提
出

■
提
出
部
数

 

・
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

　

１
枚

 

・
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別

明
細
書
）　

１
人
に
つ
き
２
枚

■
提
出
期
限　

法
定
提
出
期
限

は
25
年
１
月
31
日
木
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
早
め
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す

問
税
務
課　

住
民
税
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
５
）

　県では、ふるさと納税制度による寄附を個人だけでなく、法人
からの寄附も受け付けています。「ふるさと青森を応援したい！」
という人は、電子メールか電話で気軽に下記へ連絡してください。
　申出書は各地域県民局県税部や県外事務所などに備え付けている
ほか、県庁ホームページから電子申請もでき、いただいた寄附金は、
東日本大震災の復興支援や県の重点施策のために活用します。
　詳しくはホームページをご覧いただくか、県税務課に問い合わ
せてください。
■ふるさと青森応援サイト（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/
tax/025_01furusatoindex.html）
問青森県総務部税務課　☎ 017（734）9064

　10 月の農業委員会総会が 10
月 19 日、役場分庁舎 3 階大会
議室にて開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。

■議案第 24 号　農地法第３条
の規定による許可申請
	 ４件　983㎡
■議案第 25 号　農用地利用集
積計画（案）

16 件　80,990㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3 条許可
申請についての記載例などは農林
水産課窓口にあります。
　次回の総会は、12 月 20 日木に
開催予定です

問農林水産課　佐々木
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより
行
政
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

事
業
所
・
個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま

給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
24
年
工
業
統
計
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

中
なかむら

村 嘉
かえつ

悦 
相談員  

　廃棄物処理法により、廃棄物
の「野焼き」は禁止されています。
　「野焼き」とは、ドラム缶に
よる焼却や、空き地、川べりな
どでの適切な焼却設備を使わな
い廃棄物の焼却のことです。
　野焼きをした場合「５年以下
の 懲 役 又 は 1,000 万 円（ 法 人
は３億円）以下の罰金」に処せ
られるなど厳しい罰則が設けら
れています。
　廃棄物は適正に処理しましょ
う。
問福祉課
☎ 0175（72）2111（内 138）

野焼きはいけません

　ふるさと寄付金、ご存知ですか

落語家・医師（医学博士、
表参道福澤クリニック院長）

立
たてかわ

川らく朝
ちょう

氏
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本
年
12
月
４
日
～
10
日
ま
で

は
「
第
64
回
人
権
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
週
間
に
、
村
人
権
擁
護

委
員
お
よ
び
村
行
政
相
談
委
員

合
同
で
人
権
お
よ
び
行
政
に
関

す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

身
近
で
困
っ
て
い
る
さ
さ
い

な
事
で
も
結
構
で
す
の
で
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る
直

接
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
事
前

予
約
が
必
要
な
の
で
こ
れ
を
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
弁
護
士
相
談
予
約
は
左
記
へ

◇
三
沢
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
１
７
６
（
50
）
１
１
１
５

■
日
時　

12
月
７
日
金

◎
人
権
擁
護
と
行
政
相
談　

午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

◎
弁
護
士
に
よ
る
相
談　

午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

役
場
分
庁
舎
３
階
小

会
議
室

　

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

お
困
り
の
と
き
は
、
左
記
ダ
イ

ヤ
ル
ま
た
は
お
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

◇
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

◇
青
森
地
方
法
務
局
十
和
田
支
局

☎
０
１
７
６
（
23
）
２
５
７
１

◇
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

◇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　

平
成
24
年
度
中
途
採
用
お
よ

び
25
年
度
採
用
す
る
公
立
野
辺

地
病
院
看
護
師
・
薬
剤
師
・
理

学
療
法
士
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
の
で
、
受
験
希
望
者
は
左

記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
職
種
（
採
用
予
定
人
員
）

①
看
護
師　

５
人

②
薬
剤
師　

１
人

③
理
学
療
法
士　

１
人

■
受
験
資
格　

資
格
を
有
す
る

人
お
よ
び
25
年
４
月
30
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

■
試
験
の
種
類　

小
論
文
・
面
接

■
試
験
日　

詳
細
は
、
応
募
者

全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す

■
応
募
方
法
な
ど

　

下
記
の
書
類
を
公
立
野
辺
地

病
院
総
務
企
画
グ
ル
ー
プ
ま

で
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

①
自
筆
履
歴
書
（
上
半
身
脱
帽
写

真
添
付
・
市
販
用
紙
可
）
１
通

②
免
許
証
の
写
し
、成
績
証
明
書
・

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
証

明
書
、
健
康
診
断
書
（
官
公
立
医

療
機
関
の
も
の
）
各
１
通

◎
採
用
試
験　

随
時

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合　

公
立

野
辺
地
病
院
事
務
局
（
〒
０
３
９

―
３
１
４
１　

青
森
県
上
北
郡
野

辺
地
町
字
鳴
沢
９
―
12
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

（
内
線
５
１
２
）

■
日
時　

１
月
13
日
日　

午
前

10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

■
場
所　

星
野
リ
ゾ
ー
ト
青
森

屋
（
晩
香
炉
）

■
対
象
者　

三
沢
市
を
囲
む
各

市
町
村
の
働
く
女
性
・
働
き
た

い
女
性
（
20
～
40
代
）

■
定
員　

30
人

■
参
加
費　

千
円（
ラ
ン
チ
代
）

■
申
込
締
切　

12
月
25
日
火

■
託
児　

無
料
（
１
歳
～
就
学

前
の
子
ど
も
・
要
事
前
予
約
・

先
着
８
人
ま
で
）

■
講
師　

工
藤
倫
子
さ
ん
（
Ｃ

Ｄ
Ａ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■
内
容　

青
森
県
出
身
、
現
在

東
京
を
中
心
に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
人
気
上
昇
中
の
工
藤
倫
子
さ

ん
が
来
青
し
ま
す

【
第
１
部
】
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
カ
フ

ェ
（
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

【
第
２
部
】
キ
ラ
キ
ラ
☆
み
ら
い

カ
フ
ェ
（
工
藤
倫
子
さ
ん
と
女
子

会
！
ミ
ニ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

■
申
込
方
法　

12
月
25
日
火
ま

で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

青
森
市
中
央
３
―
17
―
１

☎
０
１
７
（
７
３
２
）
１
０
８
５

FAX
０
１
７
（
７
３
２
）
１
０
７
３

E-m
ail

（d
an

jokou
za@

apio.pref.aom
ori.jp

）

　

全
国
各
地
で
、「
還
付
金
詐

欺
」
や
「
被
保
険
者
証
の
詐
取
」

な
ど
の
事
例
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
、
三
沢
市
で

１
０
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ

る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
者
が
あ

っ
た
と
き
は
、
以
下
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
絶
対
に
被
保
険
者
証
を
渡
さ

な
い

②
簡
単
に
個
人
の
情
報
（
口
座

番
号
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

な
ど
）
を
教
え
な
い

③
広
域
連
合
・
県
・
市
町
村
職

員
や
厚
生
労
働
省
職
員
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
医
療
費
等

の
還
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
還
付
手

続
き
は
通
知
書
と
請
求
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す

④
即
答
せ
ず
、相
手
の
身
分（
所

属
な
ど
）
や
氏
名
を
確
認
し
、

広
域
連
合
や
左
記
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
３
）

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
周
辺
住
民
で
、
自
衛

隊
お
よ
び
防
衛
問
題
に
関
心
が

あ
る
人
を
対
象
に
基
地
見
学
な

ど
を
通
じ
、
意
見
お
よ
び
要
望

を
聞
く
た
め
に
、
三
沢
基
地
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
域　

三
沢
市
、
十
和

弁
護
士
・
人
権
お
よ
び

行
政
に
関
す
る
合
同
相

談
所
開
設
の
ご
案
内

公
立
野
辺
地
病
院
看
護

師
・
薬
剤
師
・
理
学
療

法
士
を
募
集
し
ま
す

平
成
25
年
度
三
沢
基
地

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

工
藤
倫
子
さ
ん
と
一
緒
に

自
分
を
知
る
！
な
り
た
い

ワ
タ
シ
を
み
つ
け
る
！

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
係
る
不
審
な
電
話
や

訪
問
者
に
注
意
！

六ヶ所村の人口
（10 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,925 － 1
女 5,225 － 16
計 11,150 － 17

世帯数 4,634 － 5

藤
ふじばやし

林　美
み お

桜（邦弘）平沼

舘
た て

　　海
う み か

香（哲也）泊

A
ア デ ィ ア モ ノ ン

DIAMONON　K
コ フ ィ

OFFI　Y
ヤ ニ ス

ANIS　N
ノ ア

OACH

（K
ク ア メ

OUAME　F
フ ロ レ ン

LORENT）　尾駮レイクタウン

三
み う ら

浦　海
か い と

斗（吉幸）尾駮レイクタウン

久
く ぼ た

保田悠
ゆ う と

斗（浩）　　尾駮レイクタウン

鈴
す ず き

木　悠
ゆ う ま

真（亨）　　尾駮レイクタウン

佐
さ さ き

々木彪
ひ ょ う が

雅（健一）尾駮レイクタウン

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

お悔やみ申し上げます
祐川　ちゑ　87 才（泊）

舘　　吉孝　56 才（泊）

中村　初枝　87 才（泊）

上野末太郎　84 才（泊）

山崎　幸子　58 才（泊）

能登　ヨテ　83 才（泊）

髙村堅太郎　87 才（倉内）

小泉　ユキ　79 才（平沼）

木村　成美　49 才（六原）

10 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175(72)2111（内線 117）

戸籍の窓

分
、
年
金
積
立
金
の
運
用
益
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
結
果
、
ど

の
世
代
の
人
も
自
分
が
支
払
っ

た
保
険
料
を
上
回
る
年
金
が
受

け
取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

公
的
年
金
は
、
個
人
年
金
や

貯
蓄
と
違
い
、
現
役
世
代
が
現

在
受
け
て
い
る
人
の
年
金
を
負

担
す
る
仕
組
み
の
た
め
、
実
質

的
に
価
値
の
あ
る
年
金
を
生
涯

に
わ
た
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、「
国
民
年
金
の

納
付
率
が
６
割
を
切
っ
た
」
と

報
道
さ
れ
、
多
く
の
人
が
不
安

に
思
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
実
際
は
、
厚
生
年
金
・
共

済
年
金
・
国
民
年
金
を
合
わ
せ

た
公
的
年
金
制
度
の
加
入
者
全

体
の
約
95
％
の
方
が
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
付
し
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
人
は
５
％
ほ
ど
な
の

で
、
未
納
に
よ
っ
て
「
年
金
制

度
の
破
綻
」
と
騒
が
れ
て
い
ま

田
市
お
よ
び
上
北
郡

■
募
集
年
齢　

20
歳
代
か
ら
50

歳
代
の
男
女

■
募
集
定
員　

若
干
名
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
う

え
連
絡
し
ま
す
）

■
委
嘱
期
間　

平
成
25
年
４
月

か
ら
26
年
３
月
ま
で

■
活
動
内
容

①
基
地
内
お
よ
び
職
場
見
学
な
ど

②
航
空
機
体
験
搭
乗
等

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
モ

ニ
タ
ー
会
議

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
左
記
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い

（
〒
０
３
３
―
８
６
０
４　

三

沢
市
後
久
保
１
２
５
―
７　

航

空
自
衛
隊
三
沢
基
地
渉
外
室
広

報
班　

宛
）

■
応
募
締
切　

12
月
14
日
金

問
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
渉
外

室
広
報
班

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

近
年
、
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て

い
る
「
年
金
問
題
」。
国
の
法

律
に
不
信
感
や
不
満
を
抱
い
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
的
年
金
制
度
に

対
し
て
大
き
な
誤
解
を
し
て
い

る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
公
的
年
金
制
度
に
つ

い
て
少
し
紹
介
し
ま
す
。

　
「
少
子
高
齢
化
で
、
将
来
支

払
っ
た
分
の
年
金
は
も
ら
え
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
多
く

の
人
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
年
金
の
中
に

は
現
役
世
代
が
納
め
た
保
険
料

の
他
に
国
庫
負
担
、
会
社
負
担

す
が
、
国
の
制
度
で
す
の
で
、

国
が
存
続
す
る
限
り
破
綻
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
、
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
き
ち
ん
と
保
険
料
を

納
付
し
た
り
、
免
除
の
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

未
納
期
間
が
長
い
と
将
来
年

金
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

も
し
く
は
受
給
で
き
て
も
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
的
年
金
制
度
」は
、

将
来
だ
け
で
な
く
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
未
納

が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

は
、「
今
、
年
金
を
支
払
う
よ

り
自
分
で
貯
金
し
た
方
が
い
い

だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

実
際
は
、
な
か
な
か
貯
蓄
が
で

き
ず
に
将
来
に
不
安
を
抱
い
て

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
の
「
公
的
年
金
制
度
」
な

の
で
す
。

　

年
金
は
、皆
で
支
え
会
う「
社

会
保
険
」
で
あ
る
と
同
時
に
、

自
分
の
た
め
の
保
険
で
も
あ
る

の
で
す
。
備
え
ま
し
ょ
う
、
自

分
保
険
！

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
25
年
２
月
28
日

ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
左

記
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
２
（
38
）
０
５
０
０

■
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
１
７
８
（
70
）
１
６
６
５

放
送
大
学
か
ら
お
知
ら
せ

４
月
生
を
募
集
し
ま
す

ス
ト
ッ
プ
未
納
！

明
日
へ
の
自
分
保
険
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図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

 村のスケジュール12 月

先日、村にも初雪が降りましたね。朝、温かい布団からますます出られなくなる季節が始まるな…と朝に弱い私は少し心配になりつつ、楽しみでも
あります。○最近取材に行くと、子どもたちや皆さんに「広報の人だ」と声をかけていただくことが増え、とてもうれしく思っています。24 年の
広報もあと１回で終わり。新しい年に向けてもう一度、まっさらな気持ちで広報の仕事に向き合いたいと思います。（能登）
●戸鎖新そばまつりへ出かけてきました。今年は天気に恵まれ、ほのぼのしたまつりとなりました。隣町から足を運ぶ人から地元の人まで、戸鎖そ
ばを堪能していました。特にざるそばは好評で、すぐに売り切れになるほど。『いっこ庵』の傍らでは、ニジマス釣り体験を楽しむ子どもたち。家
族の秋の行楽にもってこいです。私も釣りを体験し、釣れたてのニジマスを塩焼きで丸ごとほおばり、ざるそばをすすり、そばもちをたいらげ、自
然の中で秋の味覚を堪能し大満足しました。（須藤）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

猫を長生きさせるための適切なお世話と
正確な知識、猫にとって必要な食べ物や
環境、お手入れのしかたなどを紹介する。
猫がかかりやすい病気のサイン、動物病
院の利用方法も解説。

う ち の 猫 の 長 生 き 大
事典

学研マーケティング編

世界を魅了する前衛芸術家・草間彌生。
そのドラマティックな人生を、作品を追
いながら紹介。ほか、ルイ・ヴィトンと
のコラボ作品、世界が熱狂した「欧米巡
回回顧展」レポートなども収録。

草間彌生を知りたい　
いま水玉の女王にニッ
ポンは夢中！

枻
えい

出版社

水族館の生き物と楽しくコミュニケー
ションするためのオキテを紹介。ほかに、
飼育員直伝の秘密のコミュニケーション
つき全国水族館トリップ、見どころおさ
らいガイドなどを収録。

い ち ば ん 楽 し い 水 族
館の歩き方

辰巳出版

ことしも、クリスマスのきせつがやって
きました。くろくまくんは、もりのとも
だちに、てがみをかくことにしました。
ちょっとおとぼけ、いつもワクワク、く
ろくまくんのおはなし絵本。

クリスマスくろくま

たかいよしかず
作・絵

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 土
2 日
３ 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

４ 火
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

５ 水 マタニティー教室 10：00 ～ 12：00 保健相談センター
6 木

7 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

8 土 ３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー
9 日

10 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

11 火
1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター
4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

12 水 森のくまさんおはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館
13 木 森のくまさんおはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

14 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

15 土

複合健診（特定健診・胃がん検診・大
腸がん検診・肺がん検診・前立腺がん
検診・肝炎検査・腹部超音波検査）

受付  ７:45 ～９:00 保健相談センター

六ケ所村バスケットボール教室 ９：00 ～ 12：00 大 石 総 合 体 育 館
16 日

17 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

18 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

19 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター
20 木

21 金

カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

リフレッシュセミナー〈胡蝶蘭寄せ
植え〉＊詳細は P14 10：00 ～ 12：00 中 央 公 民 館

22 土 門松づくり講座　＊詳細は P16 10：00 ～ 14：00 郷 土 館
23 日
24 月
25 火 スワニー・郷土館・図書館休館日
26 水

27 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
スワニー・郷土館・図書館休館日（～１月４日）

28 金 スワニー・郷土館・図書館休館日（～１月４日）
29 土 スワニー・郷土館・図書館休館日（～１月４日）
30 日 スワニー・郷土館・図書館休館日（～１月４日）
31 月 スワニー・郷土館・図書館休館日（～１月４日）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

12 月の番組表
　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、12 月は以下の番
組を放送します。ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ 12 月　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュー
　ル、ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。
　＊１月１日からは、広報ろっかしょ１月をお送りします
❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が取材・編
　集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　　29th は、①第 29 回ろっかしょ産業まつり２日目（10 月
　28 日収録）、　②第 37 回村民文化祭２日目（11 月 3 日収録）、
　③第５回戸鎖新そばまつり（４日収録）、④千歳中学校創立
　60 周年記念式典（11 日収録）をお送りします。

　　30th は、①東北大生と中高生がスタディーツアーで交流
　（11 月 15・16 日収録）、②倉内小学校閉校式（17 日収録）、
　③小中学生対象にフットサル教室（18 日収録）、④平沼小学
　校閉校式（23 日収録）、⑤南地区で津波避難訓練（12 月 1
　日収録）をお送りします。
❸写真で巡るろっかしょ
❹ア・ラ・カルト BOX（30 分番組）（☆は新番組）　☆①六

ろくびと

人
　～貝塚恵子～▶☆②もらってうれしい六ヶ所のお土産▶☆③
　ろっかしょ味めぐり～晩秋の郷土料理～▶④雑草魂～六ヶ所
　高校野球部の夏～▶⑤泊例大祭～六ヶ所高校２年　新堂翼が
　見た伝統～▶⑥ろっかしょ味めぐり～小川原湖の食材～▶⑦
　ふるさとの風景～秋・冬～▶⑧戸鎖新そばまつり～昔の風景
　をもとめて～
❻青森県環境放射線モニタリング
❼新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー
　（①４月前半・後半、②５月前半・後半、③６月前半・後半）
問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真

7 時 15

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報8 時 00

9 時 00

10 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑥味めぐり（16 日～☆③）

11 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❹ア ･ ラ ･ カルト☆②お土産

12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

13 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑧新そばまつり

14 時
15 ❹ア ･ ラ ･ カルト☆①六人
45 ❷まだ新米カメラマン

15 時
00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

16 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　④雑草魂

17 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真

18 時 00
ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

19 時 00

20 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑤泊例大祭

21 時
15 ❷まだ新米カメラマン
30 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真

22 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

23 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真

０時
I

６時

15
ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

◆ 12 月１日土午前６時～ 12 月 29 日土午前６時 ◆ 12 月 29 日土午前６時～ １月４日金午前６時
時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー①

7 時 15
ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

8 時 00

9 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー①

10 時
15 ❹ア ･ ラ ･ カルト☆③味めぐり
45 ❷まだ新米カメラマン

11 時
00 ❹ア ･ ラ ･ カルト☆②お土産
30

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
12 時 00

13 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑧新そばまつり

14 時
15 ❹ア ･ ラ ･ カルト☆①六人
45 ❷まだ新米カメラマン

15 時
00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

16 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー②

17 時
15 ❹ア ･ ラ ･ カルト　④雑草魂
45 ❷まだ新米カメラマン

18 時
00 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー②
30

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
19 時 00

20 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❹ア ･ ラ ･ カルト　⑤泊例大祭

21 時
15 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー③
45 ❷まだ新米カメラマン

22 時
00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報

23 時

00 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
30 ❷まだ新米カメラマン
45 ❼まだ新米カメラマン　バックナンバー③

０時
I

6 時

15 ❶広報 12 月、テレビ電話、❸写真
45

ロックＴＶからのお知らせ・❻モニタリング情報
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年の瀬がせまり、大地がすっかり雪化粧をほどこした頃。
雄々しく羽を広げたオジロワシが、北方から村の湖沼へ飛来する。
吹雪の日は寒さにじっと耐え忍び、柔らかな陽が射す日は、早春の到来を願う。
六ヶ所の厳しい冬を越えて、旅立つその日を待ち焦がれている。

伝えたい、六ヶ所の風景。
村の鳥 飛来

1_ 雪が吹き荒ぶ中、飛翔するオジロワシ。その向こうには村の木に制定さ
れているクロマツの森が広がっている　2_ オジロワシの全長は 70 ～ 100
㎝ほどだが、羽を広げると２ｍを超える個体もいる。全身は褐色の羽毛で
覆われ、白い尾羽が名前の由来。頭部は淡褐色や淡黄色の羽毛で覆われて
いるが、年齢を重ねると白くなっていく。　3_ 村の鳥としてオジロワシが
制定されたのは昭和 54 年。村のイメージキャラクターとしてさまざまな場
面で活躍している（一戸一晃さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


